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令和６年度 第５回国分寺市男女平等推進委員会 

 

日 時：令和６年 11月８日（金） 19時～20時 30分 

場 所：ひかりプラザ 501号室 

出 席 者：委員９名（甲斐田委員長・冨永副委員長・横田委員・若島委員・青木委員・ 

富本委員・田中委員・中田委員・橋本委員） 

事 務 局：３名（人権平和課長・人権平和担当係長・人権平和担当） 

計画策定支援委託事業者：１名 

--------------------------------------------------------------------------- 

委 員 長：それでは、時間となりましたので、これより令和６年度第５回国分寺市男女平

等推進委員会を開催します。本日はお忙しい中お集まりいただきまして、あり

がとうございます。まず、資料の確認を事務局よりお願いいたします。 

事 務 局：今日もよろしくお願いいたします。まず、今回日程の変更をさせていただきま

して、直前で皆様申し訳ありませんでした。それにもかかわらず、多くの委員

にお集まりいただきありがとうございます。 

資料の確認です。２つに分けて置いてございまして、ピンクの表紙のものにつ

いてはもともとお配りしているものですので、本日は閲覧していただいて、ま

た次回に使いますので、こちらでお預かりさせていただきます。もう片方の資

料につきましては、次第と、それから資料になります第３次男女平等推進行動

計画の原案という形で、前回よりも内容は最後の方までできているものになり

ます。資料については以上です。 

委 員 長：ありがとうございます。それでは議題１、「第３次国分寺市男女平等推進行動

計画原案について」です。これまで次期計画について協議してきましたが、本

日は 47 ページ、施策の展開以降を見ていきます。今回が次期計画についての

協議の最終となります。では、委託事業者様よりご説明お願いいたします。 

委託事業者：よろしくお願いします。着座にて失礼いたします。原案を御覧ください。ま

ず最初に、前回の会議から追加したものが一部ありまして、７ページに、行動

計画の取組というところで、こちらで取組をまとめて、現計画の課題の順番に

沿ってその取組の記載を追加しております。 

それでは、施策の方の説明をいたします。47 ページを御覧ください。施策

の展開につきましては目標の１から５にそれぞれ分けた形で、さらに細かく施

策というところで枝分かれし、その取組というところでの記載としております。

１つ１つの取組の説明は割愛させていただいて、大まかな説明というところで

させていただければと思います。 

まず、47 ページの目標１というところで、目標１は、だれもが働きやすい

環境づくりという形になります。その中で４つの施策の方を取りまして、１つ

目が「ワーク・ライフ・バランスの推進」、２つ目が「男性が家事・育児・介
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護に参画できる環境づくり」、３つ目が「就労における男女平等の推進」、４

つ目が「子育てへの支援」という形になっております。それぞれの取組の方は

番号順に沿った形で記載しておりまして、それぞれ所管の方も記載しておりま

す。 

次に、目標２が 49 ページになります。目標２が「女性の活躍の場の拡大」

という形で目標を立てております。４つの施策になっております。１つ目が

「市の政策・事業者等の方針決定過程への女性の参画促進」、２つ目が「女性

の就業支援」、３つ目が「地域における男女共同参画」、４つ目が「生涯にわ

たる健康支援」になります。 

次、目標３が 51 ページになります。「男女平等意識の浸透」というところで、

４つ施策があります。１つ目が「ジェンダーによる固定的な役割分担意識の解

消」、２つ目が「男女の人権に配慮した表現の推進」、３つ目が「たがいの性

を尊重する意識の醸成」、４つ目が「学校における人権・男女平等教育の充

実」となります。 

次に、目標４が 53 ページになります。こちら、３つの施策になります。

「『男女平等推進センター』の活用促進」、「様々な分野における男女平等の

意識づくり」、「男女平等事例の見える化」になります。 

次に、目標５が 54 ページになります。こちら、「性別に起因する暴力や人

権侵害の根絶」ということで、７つの施策になります。１つ目が「相談業務の

充実と関係機関との連携強化」。次に「ＤＶ予防のための取組推進」。次に

「被害者の安全確保と自立支援」。次に「人権侵害を予防するための支援」。

次に「性犯罪被害者の支援」。次に「困難な問題を抱える女性の支援」。次に

「生活の安定と自立の促進」という形で施策をしております。各施策から枝分

かれた取組というところでは、全部で 46項目という形になっております。 

次に、58 ページを御覧ください。こちら取組を進めるに当たっての成果目

標の設定になっております。目標値のほうはまだなのですけれども、目標の項

目として設定しております。説明は以上になります。 

委 員 長：ありがとうございました。では、目標ごとに順にご意見を伺っていきたいと思

います。それでは、まず最初に 47 ページの目標１「だれもが働きやすい環境

づくり」に関してですが、いかがでしょうか。 

  介護者への支援のところが消されていますけれども、それは。 

事 務 局：すみません、補足をさせていただきます。48 ページ、施策４の「子育て介護

への支援」というところですが、今度の次期計画の施策の展開を見て取組を

作っていくに当たり、その担当課のほうに調査を依頼しています。次期、この

計画に取組をしていくかどうかというところの調査をしています。その中で、

こちら線が引いてあります「介護者への支援」のところ。高齢福祉課につきま

しては、ここに書かれているような事業自体はやっていく、変わらず継続して



3 

いくのですが、これは女性への支援に特化したものではないというところで、

この男女平等の個別計画には入れるべきではないだろうかという担当の判断が

ありまして、一旦ここの計画に入れるのは廃止したいとなっています。ただ、

そうなると、似たような状況のものというのが出てきてしまうように事務局と

しては思いますので、いまだ調整中というところではございます。 

ここにぜひ入れたほうがいいのではないかとか、こういう理由で入っていた

ほうがいいのではないかとかご意見頂ければ、なお、担当課にもそれを伝えら

れるという気持ちがありまして、調整中ではありますが、今のご説明をしたく

線を引かせていただいております。 

委  員：今のお話だと、現状、実際問題としては、介護の担い手が女性に偏りがちだと

か、押しつけられがちだというところあって、それはやはり問題だというとこ

ろは、子育ての話と多分同じだと思うので、やはりあっていいのではないかな

と思うのですけれども。 

委  員：36 ページに出てくる「男女平等に係る課題の整理」というところに、今おっ

しゃったみたいに、育児と介護が並んで取り上げられているというのも、逆に

言うと現実だと思うので、その現実に即してと考えると、削る理由として何か

ピンと来ないのですけれどもね。「なぜそこだけ？」というのがあります。 

委 員 長：ほかの方、いかがでしょうか。 

委  員：こういうケア的な役割を女性に偏って押しつけるというのがどうなのかという

話だと思うので、介護はその代表だと。 

委 員 長：施策の２で「男性が家事・育児・介護に参画できる環境づくり」とあって、こ

ちらのほうは入っているのですよね。なので、女性に偏りがちなので、男性が

参画できるようにということでここが別にあるのだと思うのですね。いかがで

しょうか。今の介護のところに限らず目標値についていかがでしょうか。 

委  員：所管課というのは、こう見ると固定されている。 

事 務 局：全庁的にこういう施策の展開をしていきます、該当する事業がある課は手を挙

げてくださいという形の調査になりますので、ほぼ現行計画でやっている事業

を継続していくとか、先ほどの介護のように事業はやるけれども廃止するとか

ということで、一応、全庁に投げた結果、この所管課がやると言っているとい

う状況になります。 

委  員：出産のときに生活福祉課にかなりお世話になって、「男性が家事・育児・介護

に参画できる」４番とかに担当課として入っていないのですね。こんなことを

言ったら多分きりがなくなるとは思いますが、ごめんなさい、気になったとこ

ろでした。すみません。 

事 務 局：多分、委員がおっしゃったのは、事業ナンバー４の。 

委  員：施策２の４ですね。 

事 務 局：担当課が見落としている可能性もあるので、ここの施策２の４については、こ
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こに当たるような事業がないか、この後、確認させていただきます。 

委 員 長：ほかのところにもたくさんあるのですが、施策３の事業５で、男女共同参画と

いう言葉にしていますが、施策３のほうが男女平等の推進。ほかにもたくさん

あるのですよね。男女平等を使ったり、共同参画を使ったり、これはどっちか

に合わせたほうがいい。どちらかというか、条例も計画も男女平等推進なので、

そちらかと思いますけれども。 

事 務 局：すみません、調べがついてないのですけれども、現行計画の８年前に作ったと

きにはこの辺り、例えば施策３の５の事業名については、男女平等共同参画に

代えて、男女平等・格差是正という形になっていました。４年前の、８年前に

作った第２次計画のさらに４年前の見直しのときに、男女平等とあったところ

を幾つか共同参画に直している経緯がありまして、今回の計画については特段

変えたほうがいいというところ以外は見直しに合わせている形です。推測なの

ですが、国や都の言葉の使い方がやはり違っているように思うのですね。そこ

はあまり、どちらがいいかというのは市として選択せずに、例えば国に合わせ

るところ、都に合わせるところでぶれてきてしまっているという現状がありま

す。 

委 員 長：そうすると、この行動計画の中で、国とか都が使っている言葉に合わせなけれ

ばならないところがあるのですか。 

事 務 局：そうですね。どちらを使うかというところでぶれてしまっているところだと思

います。 

委 員 長：皆さんいかがでしょうか。条例の名前は平等推進なのですよね。なので、別に

市の計画なので、国に合わせる必要はないですよね。 

委  員：調べると、共同だと２人以上で、複数人でやるときは共同を使って、平等は多

分１個単位の話。やはり使い分けてある。 

委 員 長：そうですね。やはり平等という言葉にこだわりが、多分条例作られた方にはあ

ると思っているので。共同参画という言葉はあまり平等という意味が入ってい

ないです。英語だとどちらも同じなのですけれども、実際 equality を訳すと

きにやはり政府が平等という言葉を使いたくなかったというのがあるので、そ

れをせっかく国分寺市が男女平等推進で残されている珍しいところなので、

もったいないかなと思います。 

事 務 局：分かりました。委員長おっしゃるように計画の名前はもうこれで変わらないの

で、計画で平等と言っておきながら、同じことを言いたいのに共同参画を使う

というのもどうかというところも確かにございますので、他市のものももう一

度見てみます。合わせられるところとか、場合によっては共同参画のほうがい

いところというのはあるのかもしれませんので、全体的に平等と共同参画、使

われているところは、洗い出して確認をしてみたいと思います。 

委 員 長：目標１に関してほかにございませんでしょうか。なければ、目標２のほうに行
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きましょうか。目標２、49 ページからですが、「女性の活躍の場の拡大」に

関してです。細かくて申し訳ないのですけれども、施策２も就業支援と言って

いるのに、その下でキャリア支援というのが気になるので、ここでも言葉は合

わせられたほうが良いです。 

事 務 局：はい。 

委  員：就業支援とキャリア支援という意味が違いますよね。 

委 員 長：違うと言えば違います。キャリア、イコール就業ではないので、という意味で

使い分けているのでしょうか。先ほどのキャリア支援。 

委  員：また順番逆ではないですか。 

委 員 長：キャリア支援のほうが大きい。 

委  員：大きいイメージはありますけどね。 

委  員：まずは就業であるのですけれども、その後にキャリアをちゃんと続けていける

ような意味で使っていますかね。 

委 員 長：これはどういう使い分けでこうなっているのでしょうか。逆にする。 

事 務 局：今、委員おっしゃったことに近い使い方ということで、11 と 12 が並んで、そ

の次に 13 もあるのですけれども、12 のほうについては、一般の方が就業する

ための支援という形で使っていて、11 については、今回ここの内容としては庁

内に限ってしまっているのですけど、就業した後に女性がキャリアを積んでい

くというような意味合いの使い分けになっているつもりでいました。もしかし

たら、この 11と 12は逆にしたほうがいいのかもしれません。 

委  員：国分寺市の男女平等。今までも庁内におけるというのは結構出てくるではない

ですか。「庁内における育児休暇の男性の取得率を」とか、国分寺市の庁内の

男女平等推進計画ではなくて、市民全体のだと、庁内の女性管理職、これ大事

なことなのですけれども、代表してね、庁内でまず率先してというのは大事な

のだけれども。 

事 務 局：おっしゃるとおりなのですね。ただ、管理職の登用というところになると、市

として、他の事業者さんですとかに働きかける手段が思い浮かばないところで

す。 

委 員 長：市民サービスに影響するからという。 

委  員：実態として知っているところで、このキャリア支援について、指定管理で請け

負って仕事をして、市の仕事を請け負っている業者さんがいたとして、そこで

常勤で仕事をしていた方が育児休業を取られ、復帰される。労基的には元のポ

ジションに復帰させなければいけないよというのがあり、元のポジションでも

育児時間も取らせて、本人が希望すれば取らせてあげなければいけないよとい

うのもあり、だけど、国分寺市は、常勤というのは 37.75 時間以上を勤務する

者を常勤というのだから、育児時間を取っている者は常勤とは認められないか

ら違う人を採用しましょうと言う場合がある。 
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  そうなると、庁内はいいとして、庁内は育児時間を取っている女性は 32 時

間でも常勤としてオーケーですよと言いながら、国分寺市の仕事を請け負って

いる方々は駄目ですよと言ってしまっているような実態が万が一あったとした

ら、やはりそういうところも含めて庁内というのが本当に庁内だけのキャリア

支援にとどまらず、やはり国分寺市の仕事を請け負っている人たちに関しても

キャリア支援が波及してほしいなとは感じます。 

委  員：アピールするみたいな言葉を入れておけばいいのではないですか、まず我々は

こういうことをやっているのですよということを伝えられていくというところ

まで、促進するということよりも、促進していったその先までを目標にしても

らえるといいかなと思います。 

委 員 長：その具体的な行動に移す事業を入れていけばいいのではないですかね。それは

無理なのですかね。 

委  員：そこで女性管理職を多くや登用しなさいというわけにはいかないと思うのです

けれども、復職しやすい環境づくりを推奨しますとかいうような一文があると、

そこを請け負っている事業者の方も、こうありますよねと言えるのですけれど

もね。 

委 員 長：ほかにいかがでしょう。 

委  員：12 番のところで、最初に離職した人が働きたいと書いてあって、次のパラグ

ラフは、離職したくなくて働き続けたい人というのが 23 ページのデータなど

を見ても 33％ぐらいいるわけですよね。そうだとすると、これは最初に離職し

ない人のためにどうしたらいいのかというのが先に来て、次に離職した場合、

働きたいと考えている人に対する支援というような、そういう順番がいいので

はないですかね。どうなのでしょう。つまり、働きたい人が働ける環境が整備

できていれば働き続けるわけで、離職しなくても済むわけではないですか。で

も、これ初めから離職した人が対象というか、最初に来るということは、何か

それを前提としているみたいな。というか、そちらのほうが多いのかもしれな

い、若干多かったみたいなのもありますが、もうほぼほぼ一緒だから、離職し

たくない人が 33％で、少し多いのが、結婚していっときは離れるけれどもと

言っている人は 34％、ほぼほぼ同じですよね。だから離職しなくて済むのだっ

たら、働きたいはずなのですよねと私はこのデータで読めるので、これ逆にし

たらどうかなと思うのですけれど。 

委 員 長：事業を２つに分けるのですか。離職しない方を支援するのと離職した人は再就

職しやすい。 

委  員：そうですね。そうすると、先ほどの委員の意見なども加味されてくるのではな

いかなと思います。 

委  員：すみません、次よろしいでしょうか。50 ページの 16 番なのですけれども、健

康支援といったときに、女性特有の疾病とかいうことが出てくるわけですが、
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そのイメージとしてどうしても高齢化に伴って、女性のそういった部分に何か

見えるかなと思うのですが、逆に若年層女性の場合の健康の、不健康ですよね。

痩せ願望であったり、摂食障害であったりとか、それから女性アスリートの無

月経の問題であるとか、女性に関わるその問題は、高齢女性もさることながら、

そういった若い女性の問題も非常に大きいと思うのですよね。この辺りが、何

ていうか、今までずっとここに表れてこなかったので、そこがまず基本にあっ

て、それからその人の一生が出てくるので、その若年層女性、若年層の女性へ

の健康支援というか健康対策というか、何らかのそういったものがあるといい

のではないかなと思うのですよね。 

  もう１つ思うのは、17 番の妊産婦への支援というのは、すみません、私は逆

にこれは必要なのかどうなのかが分かりかねる。つまり、男女平等の施策の中

の健康支援に妊産婦への支援というのはいかがでしょうか。すみません。 

委 員 長：そうですよね。これ、そもそもこの課がやる仕事ということですよね。 

委  員：そうです。ここがやることなのかどうかということですね。 

委  員：そうですよね。 

委  員：例えば、17 番が最初で、その間に若年層が入って 16 番があって、一生涯がつ

ながるようにしたほうが良いかもしれないです。 

委 員 長：そうですね。妊産婦への支援となっているけれども、安心して子どもを産み育

てることができる地域づくり。こちらがメインだったら何か分かる気はします

けれどもね。 

委  員：妊産婦のときにお父さんのほうに何か意識づけさせる的な政策なら分かる気が

するのですが。 

事 務 局：事務局です。ここに表れてこないところですが、実際、現行計画で所管課が、

ここの取組として行っている実際の内容としまして、まず 16 番のところにつ

いては、人権平和課のほうでは、小中学生向け、高校生向け等にデートＤＶ

だったり、いろいろなことの健康講座などを実施するということで、ここに表

れてはいないのですが、若年層から高齢の方まで、逆に健康推進課は、骨粗鬆

症予防講座とかをやったりとかいうことで、一応表れてないのですけれども全

世代をカバーしたいということですので、それが分かるような書きぶりがいい

のかなと今、お話を聞いていて思いました。 

次に 17 番の妊産婦への支援のところですと、子育て相談室としてやってい

くこととしては、妊娠期から子育て期にかけて、妊婦訪問ですとか新生児訪問、

それから両親学級などで保健師が講話をしたりして、妊産婦さんへの相談事業

をやっているというような、安心して産み育てるために相談事業を実施してい

るというような内容になっています。 

委 員 長：それは本来の事業ですよね。 

事 務 局：17についてはその通りです。 
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委 員 長：昨年評価しているときも幾つかあって、それはそもそも本来、その所管部の仕

事であって、それがどう男女平等につながるのか分からないと思うのです。 

委  員：目標は女性の活躍の場の拡大ですよね。やはり少し違和感がありますよね。 

委  員：女性の活躍の場の拡大と生涯にわたる健康支援が大きな見出しとして。 

委  員：男女平等でいったら、女性特有の疾病や健康上の課題だけではなくて男性もで

すよね。 

委  員：そうなのですよね。 

副委員長：戻りますけれども、12 の「子育て・介護等の両立を目指す女性」というのは、

これ男性だってこの頃やっていますよね。 

委  員：そうです。 

副委員長：そういうビデオがね。 

委  員：なので、これ、むしろ男性の介護者が増えたことに関しての、そういう現実を

見て、もしかしたらここに入れるのはどうなのかということを言ってこられた

のではないかと私は思いましたね。本当に男性介護者が奥さんを介護している

というケースは非常に多いですよね。 

副委員長：あります。 

委  員：そのあたりをもう少し。 

委  員：そういった場合、それは目標のどこに書けばいいのですかね。いやいや、おっ

しゃるとおりだと思うのですけれども、この目標というのはそもそも女性活躍

の場の拡大が大前提だから、だから多分、女性のことを多分書いているのだろ

うなと思いますね。 

ちょっとしたキーワードをもう少し。そうすると、こちらで男性のことを書

いていなくても。 

委 員 長：どうですか。では、続けて目標３「男女平等意識の浸透」で 51 ページからで

す。 

委  員：ごめんなさい、48 ページに戻って、放課後の子どもの居場所づくりの推進と

いうのは、今、社会教育課とかも関わっていないですかね。放課後子どもプラ

ンとか。施策４の６で。そうですね。子ども若者計画課の児童館や学童保育所

以外の子どもたちの今、居場所として放課後子どもプラン、放課後子ども教室、

それをやっているのが社会教育課なので。 

事 務 局：社会教育課に確認させていただきます。 

委  員：お願いします。 

委 員 長：目標３の施策の１、２、３、４の順番は何か。 

事 務 局：特に順番についてはないです。 

委 員 長：目標の男女平等意識が浸透するために、固定的な役割分担は解消して、人権に

配慮した表現が推進され、たがいの性を尊重する意識が醸成され、学校におけ

る男女平等教育の充実というのは、順番が。 
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委  員：施策４は、学校に振っているのは、若い人からそうやって伝えていくことが大

事ということなのですかね。教職員への男女共同参画に関する研修の実施とか、

学校指導課がやるのですね。人権平和課がもっと、職員だけではなくて、市の

職員の人たちにやってくれればいいのにと思うのですが、そういうものなので

すか。 

委 員 長：子どもたちに教えるに当たって、まずは教員ということです。 

委  員：そのようなことなのですかね。 

委 員 長：25 は、私も文面はおかしいかな。教職員に対する男女共同参画意識を徹底し、

教職員の、ではないですか。 

事 務 局：そうですね。 

委 員 長：対象は教職員なのですよね、これは。そうであればそれが一番上なのではない

ですか。 

委  員：そうですね。 

委 員 長：何とかしましょうという。 

委  員：でも、この目標３のところは、例えば教職員研修は 22 番のところにも出てく

るのですよね。そんなに教員対象の研修は、現実的に学校指導課がオーケーす

るのですよねというのは、若干疑問を。対象を絞るのかもしれないです。この

研修はあの人、あの研修はその人みたいに割り振っていくということなのかな

と思ったりもするのですが。あと、授業も 22 番のところにも出てくるし、21

番のところにも出てくるしという、現実的なのですよねというのは確認したい

です。前にここでもお話ありましたけれども、１枚配ってやったことにするみ

たいなのを避けるがゆえに、私もやるのだったら人権平和課のお金で授業ぐら

いやったらどうですかくらいのことは言いましたけど、現実的に可能なのです

よねというのは、さっきのお話だと、これは学校指課がオーケーしたという前

提なのだと思いますが、どのレベルでオーケーしたのかしらという若干の疑問

はあります。 

委  員：そういう点では今の教職員への研修と言ったら、私は保育園とか幼稚園の先生

の研修というのが、今までの話の中には出てきましたけれども、これどこにも

出てこないのですよね。だから、学校におけるというのだったら、幼稚園、保

育園における人権と、それから男女平等教育について、これはもう必要だと思

うのですよね、その研修が。もう小学校に入った時点で、もう固まっていたり

する子どもが多いわけではないですか。だから、これを機会にどこかにとにか

くその教職員への研修というなら保育園、幼稚園の先生への研修も入れてほし

いし、あるいは人権課がそこへ行って講義をするなり何なりということをぜひ

やってもらいたいなと思いますね。 

委 員 長：性教育は別に小学校以降でなくてもいい。 

委  員：そうです、はい。 
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委  員：21 のところで、学校教育における人権尊重の視点に立った授業というところ

は理解できるのですけれども、児童館での異年齢交流を通じる「リプロダク

ティブ・ヘルス／ライツ」というのは、どういうことをイメージしているのか

がピンとこない。児童館における異年齢交流というのは何歳ぐらいの人と何歳

ぐらいの人を想定して、一体どういう交流、どういう交流をするとリプロダク

ティブ・ヘルス／ライツが普及できるのかがイメージできない。ここでどうい

う交流をすると、それが性と生殖に関する健康と権利が普及できる交流という

のか、どういう異年齢層が集まってどういう交流するとそれができるのかが全

くイメージできないのです。具体例がないと。これ投げられたら児童館多分頭

抱えてしまうと思うのです。 

委 員 長：児童館だけ急に具体的ですよね。 

委  員：いきなり児童館出てきてこれやれと言われても。 

副委員長：今まではこういう教育をやっていらしたのかな。 

事 務 局：事務局です。すみません、苦しいところあるなと今、思いました。この異年齢

交流を通じというところ、現行計画でもあるのですけれども、この構想が、子

ども子育て支援課がそれを行うということで書いてきていますが、実際の内容

としては、この内容は、事務局的には苦しいかなという思いがします。実績と

しましては児童館まつり等の大規模なイベントをコロナ以降再開することがで

きて、そういった祭りの中で児童館のマナーや意見交換を行う中で相手への思

いやりや距離の取り方などの利用者の意識が高まった。男女が空間を共有しコ

ミュニケーションや会話できる行事を実施したという。 

 ここの現行計画と新しい計画のどこに該当するか分からないのですけれども、

児童館としては、５月と 10 月に全体合同会議というのをやっているそうです。

そういった施設間の情報共有を行って、性別を意識しないような子どもたちへ

の言葉かけや施設での配慮についてなど、職員間でそういった共有の機会を

持っているという取組になっています。 

委  員：それは結局、リプロダクティブ・ヘルス／ライツと関係ない。それ自体は大事

なことなのだと思うのですけれども。 

委 員 長：むしろここは、施策は「たがいの性を尊重する意識の醸成」なので、やはり性

教育を入れないといけないと思うのですが、その言葉も入ってない気がします。

その言葉も入れていないと、多分適当な人権教育の制度になってしまいそうな

のですが、包括的性教育という言葉を入れるというのはやはり難しいですか。 

事 務 局：どこが実施するかというところが問題になってきます。難しいところです。 

委 員 長：こちらは学校では無理なのですか。 

事 務 局：実際には現場で実施をされていて、それがこの計画に書かれていないというと

ころですと、やっているのだったら書いてくださいとできるのですが、今やっ

ていないところを計画の、これからやる予定がないところを書くことはできな
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いというところがありまして、学校指導課に確認はしてみたいと思います。現

状と、どのレベル感までをやっていて、こちらの計画に盛り込めるほどのこと

なのかどうかというところは確認してみたいと思います。 

委  員：52 ページの一番上のところで、さっきの 21 の続きのところ、性について正し

く理解し、自分自身を守るための知識を身につける機会を提供しますというと

ころに、自分自身を守るための知識だけではなくて、やはり相手を尊重すると

いう意識も必要なのかなと思います。互いの性を尊重する意識の、とあるので、

自分自身を守るための知識だけではないかなと思います。相手を思いやるなど。 

委 員 長：互いの性を尊重する意識そのものですよ。 

委  員：そうですね。そのままここ、自分自身だけ守っていればいいや、ではないほう

がいいかと思いました。 

委  員：ごめんなさい、これページをまたいでいるからこういう書き方なのだと思うの

ですが、この性について何とかというのを学校指導課がやりますと言い切って

いるという話ではないのでしょうか。その前までの全部をこの３つの課で分け

ているのですよね。そういう意味なのだと思います。 

委 員 長：目標３は男女平等意識の浸透なので、やはりこれを達成するためにこの施策が

あるわけですから、順番も含めて、やはり互いの性を尊重する意識の醸成とい

うのもしっかりやっていかないと次につなげていかないと思うのです。その中

でやはり性教育はすごく大事だと思うのですが。 

委  員：性教育というと、すごく昔ながらの狭い性教育に聞こえるので、やはり包括的

性教育というような広い意味でのというところを。 

委 員 長：ぜひ包括的性教育と。 

事 務 局：学校指導課のほうで調整はしたいと思います。 

委  員：学校指導課は学校教育における人権尊重の視点に立った授業のつもりだったと

言い返されて終わる可能性が高い気がしますけれども。 

委 員 長：そうですね。包括的性教育をやってもらって、あとは大人に対しても、では子

どもにどう伝えるか、講座みたいなのがどこかに入っていくとよりいいような

気がします。 

委  員：この（４）番は、やはり学校におけると入れないと難しいですか。男女平等教

育の充実って、ここには保育園とかも入ってくるし、大人も入ってくるとなる

と、いろいろな人たちが教育を受けて準備をしていくのではないかなと。 

委  員：社会教育にも影響してくる。 

委 員 長：先が長いので次に行きたいと思います。目標４「男女平等推進拠点の発展」で

す。 

委 員 長：ここ、27 の「男女平等推進センターの周知と機能充実」のほうは何かここ、

変わるという計画があるのですか。 

事 務 局：機能充実は、決まったところは特に今のところ。来年度、例えば何か相談機能
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が充実されますとか、そういったところは今のところないです。 

委  員：そういえば、やはり市役所が新しくできて、このセンターがどのぐらいの面積

を使うことができるのですか。 

事 務 局：まず、１月６日から新庁舎が開庁いたします。男女平等推進センターの機能は

ひかりプラザに残したまま、そのほか、例えば人権事業ですとか、センター以

外の事業については新庁舎で行うことになります。男女平等推進センターにつ

きましては、スペースとしては当面今までどおりです。 

委  員：ということは、あのスペースのみということですか。今あるスペースと、皆さ

んの執務室がセンターになるということですか。 

事 務 局：センターのスペースとか機能自体は、今と変わらずということになります。 

委 員 長：１階に移そうとかはないのですか。 

事 務 局：先ほど事務局で申し上げたとおりですが、このひかりプラザの活用をどうする

かということは一方で議論になっているところです。先ほど委員長が１つの具

体例でという感じで１階にというお話もございましたけど、そういったものに

ついては、その利活用方針というのを策定していく中で決めていく形になるか

と思います。そもそも、愛称はひかりプラザですけれども、もともとここは教

育センターです。そこに男女平等推進センターが併設されているという位置づ

けになっています。それぞれセンターについては、これは条例上の規定もしっ

かりある中でこの建物ができておりますし、その建物を使ってそれぞれ必要な

役割を果たしていくということになっていますので、これを踏まえた上で、ど

ういった形でそのスペースも含めてやっていくのかというのは、今後決定して

いく形になるかと思います。 

  しかしながら、現状は人権平和課の職員がセンター職員でもあるという位置

づけがありますので、センターは残りますが、職員は新庁舎に移る形になりま

す。建物の整理とか、まだこれからということですので、当面の間は、現状の

センターが引き継がれるような形で事業を進めていく、そういう流れになって

ございます。 

委  員：そうすると、その間に誰か、時々皆さんが来て管理をなさるということなので

すかね。すみません、執務室はどうなるのですか。そこはセンターではないと。 

事 務 局：執務室に入っていただいた左のところは図書室があるので、今も同じです。そ

こは今のままで、今、職員が仕事をしているスペース、執務室内のスペースと

いうところは、当面は今のままです。ひかりプラザの利活用の中で、例えば私

たちいなくなるので、空いたスペースがもしかしたらセンターになるかもしれ

ませんし、別の団体が入ってくるかもしれませんし、そういったひかりプラザ

全体の利活用をどうしていくか。人権平和課以外にも移転する課がありますの

で、それをどうするかというのをこれから方針が決定してくというところにな

ります。 
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委  員：それは今、市民の方とかが入って検討している最中なのですか。すみません、

私よく分からない。市役所の皆さんが決めるのではなくて。 

事 務 局：先ほども申し上げたように、この利活用方針の策定をしているところになりま

す。ですので、今現状は庁内で検討するという形になります。 

委  員：庁内で検討ですか。 

事 務 局：庁内検討です。少し大きな話になってしまいますが、公共施設の整備という問

題、大きな問題が１つあります。今、市内にいろいろな施設ございますけれど

も、そういったものの整備ですね。そういったものを見て、その見合いの中で

もこのひかりプラザをどうするかという問題もございますので、今はまず庁内

の整理というところでございます。 

委 員 長：そうすると、今回のこの新しい計画で、せっかく目標４に男女平等推進拠点の

発展を掲げているのに、変わらずというか。目玉がこの男女平等推進センター

の利用促進、活用促進のように思うのですが。 

委  員：全くそのように読んでいましたけれども。期待して読んでいましたが。 

委 員 長：これ期待して。でも、その事業の中身としても機能充実というのを掲げている

けれども、特に充実はしないと。何か新しい。 

委  員：職員がそこに常駐している人がいたとしても、１人、常駐はしないのか。常に

いる方がいるわけではないから、来るたびに当番の方が代わったりとかされた

りすると、相談とかも気軽にできるとかいう場所でもなくなるのかと。 

事 務 局：男女平等推進センターで、女性のための相談などを行っている相談員の職が１

名ございます。その職員については、ひかりプラザに常駐になります。常時相

談が入ってくるわけではないので、男女平等センターを使う方の相談に乗った

りとかお話を聞いたりということも、その職員がします。ただし、１人体制と

いうわけにはいきませんので、常時いるその相談担当の職員に加えて、私です

とか、センターの職員が日替わりでもいいし、センターのことが分かる職員が

日替りで順にこちらに勤務するという形になります。１人は常駐で１人は交代

する２人体制でやると一応整理はさせていただいています。 

委 員 長：意識調査でも市民が認知していないわけですよね。では、それをどういうふう

にしていくのかって何か具体的な策はあるのですか。 

事 務 局：今後センターがどういう形で発展していけるかというところにつきましては、

具体的な内容というのがいまだ決められていないところではあるのですけれど

も、ひかりプラザの利活用方針とも絡めて前向きにやっていきたいと、私たち

のレベルではそのように考えています。 

委  員：それでいうと、今の話だと別に面積が大きくなったって何も変わらなそうなの

で、別にいいのではないですか。だからやはり大事なのは、どんなことをして

いくかのほうが大事で、そこの場所が大きくなるということよりも、今後どう

なっていくか分からないからどうしようということよりも、まず今できること
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とか、簡単にそういう場所があるのだよという、もう機能充実よりもまずは周

知をしていくということに少し、あやふやにしないで、まずは周知をしていき

たいのだということで、どういった活用方法とか機能を増やしていけばいいの

かを検討していく、みたいなことを書いていけばいいのではないですかね。 

委 員 長：幅広い世代に周知する。どのように周知する。 

委  員：どのように周知するかという話になってしまうのではないですか。何ができる

か、何の機能もないようなところの周知をしてもしようがないわけで、こうい

うことができるとか、こういう場になるのだよということであれば周知する意

味もあると思うのですよね。例えばそこに集まれば勉強ができるよとかね、話

もできるよとか、そういう意味で私、面積というのはすごく重要だと思ってい

たのです。ただ、あのスペースであまり声出してしゃべってはいけないとかい

うことだったら、今までと大して変わりはないわけだから、周知して、皆さん

も何か必要があると思わないから知らなかったし、行かなかったのだ、利用し

なかったのだと言っているわけだから、結局それ以上にはならないということ

なのではないかなと少し懸念しているということです。 

副委員長：すみません、新しい庁舎でも今のような状態の広報活動というのは両方で行わ

れるわけですか。 

事 務 局：両方でやることは可能ですけれども、ひかりプラザが中心になるかと思ってい

ます。ただ、そもそもここを知らない方にここだけで周知してもというところ

はあるので、新庁舎もそうですし、別の公共施設でも周知していくことは可能

かなと思っています。 

委  員：知っていただくためには、新しい場所でのそういう広報というのも大事なのか

なと思っています。そういうことが今後両方必要あるのかなと思うのです。 

事 務 局：新庁舎にも大分そういう広報に使えるようなスペースとかがありますので、活

用していきたいと思います。 

委  員：物理的に庁舎に足を運ぶ人というのは、数としてはかなり限られていると思う

ので、ここの中の議論でも何回か出ましたけれども、例えば市民向けの企画だ

とかイベントなどをインターネット上とかホームページで周知するときに、か

なり探さないと見つからないではないですか。そういうその市のホームページ

上だとかその市のＳＮＳみたいなのでの周知みたいなのをしっかりやってもら

う方向にするというのはどこかにあるといいのかなという気がします。 

委 員 長：事業ナンバー28 の最後の１文、何をするのかなと思ったのですけれども、自

主的に活動する意思のある市民に対しては活動支援を行います。これは、ほか

のところと文章の感じが違うのですけれども。 

事 務 局：自主的に活動する意思のある市民に対しては、活動支援を行います、のところ

はなぜこういった文体になっているかというと、特に公民館課が、公民館課の

事業として行ったイベントですとか講座等で集まった市民の方たちが、その後
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そのつながりを持って自主的に団体を形成することがあるようでして、そう

いった文脈を持ってそういう自主的に活動する意思のあるという表現が明文化

されたところです。 

委  員：では、これは読み違えた。私、人権課がこれを書いてくださったのかと。人権

課が事業のほかにこういうことを考えてくださっているのだなと思って、これ

はわくわくしたところ。 

事 務 局：男女平等推進センターの登録団体、ご登録いただいた活動者さんには利用料の

免除ですとか、共催の機会、一緒に共催していくというようなご提案をさせて

いただいたりというところでの活動支援という形で行わせていただいています。 

委 員 長：活動支援を行っている事業では、どうしてそういう市民グループができていく

のでしょうか。何か特別な取組とか。 

委  員：公民館の人たちがいろいろやはり地域の人とかを呼んで、講座みたいなのを結

構やっているのですね、いろいろなところで。そこから生まれてきて、小さい

まちの取組みたいなことを結構やっているのはちらほら聞いてはいるというか。 

委 員 長：市内に幾つも公民館があるので、人が集まる場があるから。 

委  員：そう。公民館の人たちも面白がって、この人を講師に呼んだら面白いのではな

いかといろいろな講座みたいのをやっているのです。 

委 員 長：ここもやっていくと少し違うような。 

委  員：そう思ったのですけれどもね、私も。それが人権平和課の事業というよりセン

ターの事業としてできたら非常に発展性があって面白いのではないかなと思っ

たのですよね。 

委  員：公民館のそういう継続してやっている事業というか講座は、その目的の中にや

はり自主グループを作っていくという、自主的に活動するように投げかけるた

めの連続講座だったりしているのですよね。だから連続講座をやったから自主

グループができてきたのではなくて、目標には市民が自分たちで自主的な活動

ができる自治的な、自分たちの生涯学習の場を作っていこうという啓発活動と

かグループを作っていくというところに、終着点をそこに持ってきている、目

標がそこにあっての自主事業なのと、事業をやっていたらグループができまし

たというのとは全然違うと思うので、私はやはり人権平和課でも、ぜひその自

主的にグループがやはり男女平等について学び合おうよとか、人権について考

えようよとかいうようなグループが自主的に出来上がっていくような仕掛けが

欲しいなというのはずっと思っています。今現在ここを利用しているグループ

とかで、ここの講座から発展してできましたというグループはあまり聞かない

のですよね。違うところから出来上がったグループとか、利用していても英会

話のグループだとかね。英会話が別に全然違うとは言わないけれども、やはり

ぜひそこに結びつけるような企画を考えてほしいなと。 

副委員長：立川市などもやはり何回かの講座があって、そこから関わっている人たちがグ
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ループ作っていきますかとか、そういうお誘い、そういうのがありますね。 

委  員：幼い子のいる教室とか、そういうところでも、それで自分たちのグループを

作っていくのだよと、ここの講座が半年で終わった後は自分たちでやっていく

のだというような自治力をつけるように学ばせてくれているのですよね。 

委  員：27 番の、例えばですけれども、拠点としての役割と、保護することの役割と、

それと相談の機能というのは多分別だと思うのです。３つぐらい枠を使えると

少し厚みが出るのかなと。今の 28番に対して 27番のことを考えると、少し薄

いかなと。 

委 員 長：事業１つではなくて、分けたほうがより具体的に書けそうな気がしますよね。 

委  員：大変ですね、公民館課は、それをやるのが 98％の仕事でしょう。では、委員

長、何かやりますか、来年。このメンバーでね、ぜひやりましょう。 

委  員：男女平等の意思の浸透をさせたいなら、やはりセンターは基本として必要なの

ですよ、場が。 

委 員 長：必要です。 

委  員：それがないと浸透などしないですよ。だから公民館と同じように、社会教育の

ようにやれということではなくて、ただ、推進センターの独自性というのはあ

ると思うのですよね。その人権課の仕事ということではなくて、センターの独

自性を持って拠点を作って、そこの拠点でもって意識の浸透を図るというかね、

啓発活動をそこでやっていくのだみたいな。 

委  員：人権平和課が新庁舎に移動して、センターの職員とかぶらなくなった。 

委  員：活動できる場所はセンターの２階にありますよ。何が足りないのかはどうなの

でしょう。 

委 員 長：狭いということに。 

委  員：いや、でも、それは我々が使っていくということもやはり考えなくてはいけな

いのではないですかね。人権平和課がとか言っているけれども。 

委  員：絶対そうなのです。場所があるかどうかということがあるから、やはりもう少

し広くないと厳しいかなというのがどうも出てきてしまうのです。 

委 員 長：ここはせっかく目標に挙がったので、もう少し充実させたい。 

委  員：過大評価になってしまった。期待をし過ぎてしまって、すみません、勝手に私

が妄想してしまって。 

委 員 長：では、よければ、次の目標５「性別に起因する暴力や人権侵害の根絶」。若年

層に向けたＤＶのところの近隣大学との連携ということは、もう大学生という

ことなのですか。デートＤＶというのはもう少し、高校生、中学生でもありそ

う。 

委  員：中高のどちらかは少なくとも、例えば弁護士会に公教育委員会だとか、性の平

等に関する委員会があって、そこに弁護士に出前講座に来てくれという要請が

あったりして、中高とかも結構デートＤＶ対策といってしていたりする。大学
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生ももちろんそうなのですけれども、中高生のうちからというのは大事だと思

います。 

委  員：大事だと思いますよね。もうそちらのほうに随分、低年齢化。言葉の認知度が

高くないですよね。全体で 47.5％。もう少し。 

委  員：年齢を知りたいです。 

事 務 局：大学をなぜ指定しているかということですが、令和４年度ぐらいから実施して

いる取組で、東京経済大学の学生の地域貢献という授業、ボランティア活動の

授業あります。そちらで男女平等推進事業についてもボランティアの方を募っ

ておりまして、年に５、６名の方が意識を持ってこの男女平等推進事業につい

ての業務にボランティアとして携わられたいということでいらしていただいて

います。その中で特に、ご自身の年齢層の方に向けたデートＤＶ防止の広報物

として、パネル展示をするためのポスターの作成ですとか、リーフレットのデ

ザインの作成ですとか、そういったことにご協力を頂いています。この所管の

順番のところ、人権平和課が今トップに来ていまして、この事業がメインとい

うか、人権平和課のほうが最初に来てしまったので、近隣大学というものが

トップに来てしてしまっているのですけれども、この内容に平均化といいます

か、この 34 番の概略に合わせて、特に大学生に特化したことしかやらないと

いうわけではないので、もう少し文章をならしたいと思います。 

委 員 長：中高生に向けた啓発活動したりしているということですよね。 

事 務 局：期間限定のボランティアさんですので、やはりお願いできる業務の量にも限り

もありますし、こちらもそのボランティアさんと一緒にもうゼロから本を作る

ところまで、みたいなところまではまだ経験もなくできていないところがあり

ますので、今後もこの連携は強化していきたいなと思っております。 

委  員：すみません、38 番の日本語を母語としないという表現についてなのですけれ

ども、外国にルーツがあるとか、外国につながるとか、いろいろな表現がある

と思うのですけど、これは母語としないとしたのには何か理由がありますか。

というのは、私、国際協会におりましたけれども、日本語は母語だけれども、

日本語が不十分な子どもというのはいっぱいいて、その子どもたちはもう成人

しているわけなのですよね。それで、不十分であるがために、なかなか情報を

入手することもできないし、教育の機会も十分になかったりしている人たちが

もう成人になっているわけですよね。そうすると、日本語は母語だけれどもと

いう部分が出てきて、必ずしも、それ以外しゃべらないのですから。とするな

らば、日本語を母語としないというよりは、外国にルーツがあるとか、何か表

現をもう少し、言語にとらわれない表現で支援ができるような表現があれば、

そちらのほうに変えていただくほうがもう少し範囲が広くなるかなと思うので

すよね。実際、そういう子どもたちが成人して、なかなか行政の支援のところ

にたどり着けないというケースは多いので、そのために入れてくださっている
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のだと思うのでね。もう少しそこが広く捉えられるような表現していただける

といいと思います。 

事 務 局：ありがとうございます。国際協会との関係についても当課の所管でありますし、

今の外国にルーツを持つという表現というのは、今現在、国際協会さんの、当

市でやっている事業でもそういった表現を使っていますので、ここはそのまま

置き換えられたらなと思います。 

委 員 長：性別に起因する暴力ということなのですけれども、ＤＶや性犯罪、このほかに

もないのですか。 

委  員：学校で子どもたち同士が盗撮してというケースもありますね。 

委 員 長：事業ナンバー45の高齢者は消しているのですね。 

事 務 局：すみません。この 45 も冒頭のほうにありました高齢福祉課と同じような理由

から、調整中というところです。 

委 員 長：事業ナンバー44、所管課がたくさんありますけれども、ここに書いてあること

はすごく具体性がないので。 

事 務 局：事務局です。ここの 44 は新設の項目です。困難女性の新法に当たって新設さ

せていただいたものですので、この文章については、東京都ですとか、そもそ

もの法律に書かれているような文面を参考に今整えていまして。というのも、

具体的にこの所管課と調整ができているところまでまだ具体化していないので、

東京都の示している計画を読みまして、そこからこの国分寺市に落とし込んだ

ときに適するであろうというものを、人権平和課の視点でここに挙げさせてい

ただいているという状態ですので、所管の量が多いのですけれども、これは適

切かということ、実現可能性がどれくらいあるかというところは今、調整をし

ているところです。 

委  員：でも、８年後はもう少しクリティカルな言葉を入れたいですよね。せっかく

46 分割しているのに、全部抽象度が高い文章が 46 個あるみたいなね。やはり

それだけ難しいのですね。あれをやるとか。 

委  員：縦割りですからね。考えがもう少しはっきりした表現があってしかるべきだと

思いますけれども、本当に市の計画というのは、こういうのが多いですよね。 

委  員：現実からあまりかけ離れ過ぎるのもいかがなものかとは思うのですけれども、

これから８年かけて男女平等の国分寺市の未来をつくると考えると、あまり夢

がないなと。未来をつくるための推進計画であるとしたら、今やれそうなこと

を羅列するというのが寂しくなって、読み込んでいくと寂しくなってきたなと

いう感じは、今、委員の発言からも私も感じていて、今やれそうなことの羅列

ではなくて、８年後までに私たち市民も一緒にどんな努力ができるのかなとい

う夢と希望を持ちたいですね。未来をつくるのですよね。 

委 員 長：今回やる 36 ページから課題の整理、すごく力強いのに、これがもう少し実際

の事業に落ちると良いのかなと。 
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委  員：そういう意味ではその１つの拠点整備。すみません、１つ付け足すというか、

46 番ですけれども、ひとり親家庭の生活の安定と自立というところなのですが、

中には自立している人もいると思うのです。例えば父子家庭などは経済的に自

立している人が多いですよね。では、何がいうと、生活の質ですかね。質の向

上みたいなものもここに入れてもらったらいいのではないかなと思うのですよ

ね。生活の安定というのがどういうあれか分かりませんけれども、質が向上す

るように、今よりはそう思えるような形の施策というか、支援ができるといい

のではないかなと思います。 

委  員：包括的性教育を頑張って入れてもらうということが、今日のミッション。あと、

センターの活用と。その２つが入っていればもうよしとしましょうよ、取りあ

えず、だそうです。 

委 員 長：次、58ページの成果目標部分について、ご説明をお願いします。 

事 務 局：すみません、成果目標の部分なのですけれども、今まで見ていただきました施

策のところが固まったところで、最終的に項目をと思いまして、一旦現状で項

目を出して、まだ数字は入れられていない状況にあります。こちらの項目です

けれども、現行計画と追加、削除ないのです。同じものが今回の目標の施策に

よって位置が変わっているだけですので、この項目もこのままでいいのか、あ

るいはこれは要らないのではないか、あるいはこういったものがあったらいい

というご意見を今回頂ければ、今後、整理していきたいと思っています。 

委 員 長：いかがでしょうか。この男女平等推進拠点の発展に対する成果目標が男女平等

推進センターという言葉の認知度だけというのは寂しい気がするので、せめて

利用者数のほうが、この拠点の発展には合うかなと思うのですけれども、いか

がでしょう。 

男女平等意識の浸透も、今ジェンダーという言葉の認知度、これはいくらな

んでもみんな知っていて、ここでもでも 95.4％と、こんな高いレベルを目標に

しても 100％を目指すのかという。違うような気がするので、数値として。 

事 務 局：事務局です。最初にご質問があったセンターの利用者数なのですけれども、こ

の男女平等推進センターを利用する際のシステムの都合上、実際に部屋にどな

たが入られたのかというところを収集する方法がありませんので、目標に掲げ

るには難しいというところです。 

委 員 長：今後、ここを拠点として何らかの講座をやっていくのであれば、その講座の開

催回数だったり、参加者数だったり、あるいは書籍を借りた人だったり、いろ

いろな項目はあると思うのですけれども、いかがでしょう。いかがですか。 

委  員：５も割となかなか寂しい感じというか、この平手で、足で蹴るとか、これは別

に率直に言って、夫婦間に限らず暴力は駄目よと言っているだけの話だから。 

委 員 長：しかも、認識している人が８割超えているものを今さら目標にするのかという

ことで。 
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委  員：逆にこれは 100ではないのも若干、残念な気がするのですが、モラハラ的な話

とか、逆に親密な男女間であっても望まない性行為は駄目みたいな話とか、そ

ういうもののほうが指標として現代的な気がしますけれども。 

委 員 長：調査の項目から何かほかに取れないですか。 

委  員：身体的暴力に加えて何々も暴力であることを認識するぐらいだったらいいかも

しれないですね。大体出来上がったら見せてもらえるのですかね。 

事 務 局：対面というのはスケジュール的に難しいかと思います。ただ、策定のスケ

ジュール上、すごくタイトにはなってしまうのですけれども、こういう形で考

えているというのはメール等でお知らせさせていただきたいと思っています。

また、成果目標の項目なのですけれども、追加することを今いろいろアイデア

いただいたので、増え過ぎてもあれなのですけれども、可能な範囲で検討して

いけたらと思います。 

委  員：２番のところの保育所待機児童数のところで、今の学童保育とかもすごく重要

なところで、国分寺市は申し込めば全員入れますというので、待機児童はゼロ

ですけれども、定員の 2.5倍とかの入所者数がいるというところで、何か数字

的に収容率何％とかいうものでも入れていただけると、定員に対しての児童数

がどのぐらいなのかというのがぜひ減るように、多分今増やす方向で動いては

くださっているとは思うのですけれども、そこの成果目標が出てくれるとうれ

しいなと思います。待機児童ゼロだから大丈夫ですよというのはまた違うのか

なと。 

その環境で子どもが学童保育に行きたくない。もううるさいとか狭いとかい

うようなところで、就労を諦めてしまう方が結構いらっしゃる。子どもは学童

行きたくなくなってしまう。環境がね、というところが、聞くこともあるので。 

委  員：この２番に入っているのですけれども、振り返ると１番なのではないかなとい

う。女性の活躍の場の拡大に、保育所の待機児童数が入るのか、１番の働きや

すい環境づくりに入るのか。２番なのかという。そこに児童館も入りますし、

プラスすると、小学４年生から学童入れない問題も。 

委 員 長：そうですよね。事業ナンバー６のところで、保育所を整備し待機児童を解消と

かいうのがあるので、この保育所待機児童数とか収容率の話は、どちらかとい

うと別のほうですよね。 

委  員：４年生から入れない問題。大きいですよね。 

委 員 長：いかがでしょうか。そのほか全体を通して意見ありますか。よろしいですか。

では、次期計画についての協議はこれで終了とさせていただきます。 

議題２のそのほかですけれども、何かございますか。 

事 務 局：事務局です。次期計画の対面での開催については本日で終了とさせていただき

まして、先ほど申し上げましたとおり、この後は期間がタイトになるのですけ

れども、メールでお知らせしていきたいと思います。あと、事務局のほうから
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簡単にご紹介をさせていただきます。 

11 月が児童虐待防止推進月間であることと、11 月 12 日から 25 日が女性に

対する暴力をなくす運動で,オレンジリボンとパープルリボンのＷリボンキャ

ンペーンの月間となっております。今年度は子ども家庭支援センターと協力さ

せていただいて、昨日、国分寺駅で両課で啓発物品を街頭で配布したり、事業

をアピールするという取組を行いました。国分寺駅の北口の駅前ひろばに歩道

灯があるのですが、そこでオレンジとパープルのライトアップを行います。１

つ大きな取組として、２階のロビーで、オレンジとパープルのパネル展示と

メッセージツリー、となっております。女性に対する、子どもに対する暴力を

防止するというメッセージが集まったメッセージツリーと、お子さんに対する

思いですとか、困っている方に対してのメッセージというものを添えて、出て

すぐのところに小さい木がありまして、メッセージを募集しつつ、いただいた

メッセージをツリーに貼っていただくようになっております。もしよろしけれ

ばお帰りの際にお目通しいただければと思います。月末は犯罪被害者支援の週

間が始まってまいります。 

また次回ですが、重ねてのおわびになってしまいますが、今回 10 月の分を

延期させていただきました。もともと 11月 28日が次の第６回に当たっていた

のですが、今日と時期が迫ってしまう関係で、11 月 28 日についても延期させ

ていただけないかと思っております。日程はまたお伺いしようと思っているの

ですが、年が明けてから２回、12 月の末に例年だとできるのですけれども、

引っ越しがありまして、皆様のご都合がよろしいようでしたら、12 月末に１

回入れることは可能で、後ほど、11 月 28 日が延期というのを、ご了承いただ

けましたら、残り２回のスケジュールをもう１回決めさせていただきたいなと

思っております。今日終わりましたら、また来週にでも、次回と次々回のご予

定をお聞きしたいと思います。 

改めまして、本日はありがとうございました。貴重なご意見、皆様から頂きま

した。できる限り尊重させていただきたいと思うのですが、いろいろなお考え

の方もいらっしゃるのも事実でございます。どうしてもそのバランスというも

のもありますので、御理解をお願いしたいと思います。 

委 員 長：以上で本日の推進委員会は終了いたします。ありがとうございました。 

―― 了 ―― 


